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Action　23 23 名の議員が市民の代表として行動しています

行 5月15日
2013年議会が　　　　　　　　近くなるグッと No.30発
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平成 25年度予算編成の６つの柱

1 新しい活力を創造するまち

2 未来の燕を担う子どもたちを育むまち

3 生きがいとやさしさを実感できるまち

4 快適で住みやすく、愛着を感じるまち

5 利便性が高く、にぎわいを創るまち

6 市民とともに築くまち

ギカイハ・ココニ・チュウモク

新規事業新規事業に新規事業新規事業にに 注 目

　平成 25 年第１回定例会が３月８日から 22 日まで
の 15 日間の会期で開かれました。
　25 年度には、36 の新規事業が計画されており、
それらを慎重に審議しました。議会が注目した新規
事業をお知らせします。

一般会計 352 億 1,900 万円　特別会計 204 億 8,215 万円

予算総額予算総額  557557億億115115万円万円
■平成25年度の全会計当初予算額

一　般　会　計一　般　会　計 352億 1,900 万円352億 1,900 万円
（325億 1,415 万円）（325億 1,415 万円）

特　

別　

会　

計

特　

別　

会　

計

国民健康保険 83億 5,643 万円
後期高齢者医療 6億 6,215 万円
介護保険事業 71億 8,826 万円
公共下水道事業 39億 6,129 万円
土地取得 1億 1,245 万円
企業団地造成事業 110万円

温泉保養センター 2億 45万円
（7,928 万円）

水道事業会計水道事業会計 22億 6,019 万円22億 6,019 万円

合　　計合　　計 579億 6,134 万円579億 6,134 万円
（551億 3,533 万円）（551億 3,533 万円）

※（　）は借換債を除いた実質的な予算額等。
※ 万円未満を切り捨てで記載してあるため合計額と一致しない
　場合があります。

！！？？

※ファシリテーター…会議やミーティングなどで、中立な立場を保ちながら、
　相互理解に向けて深い議論がなされるよう調整する役割を負った人。

　　新しい活力を　　新しい活力を
新（仮称）つばめ未来産業プロジェクト
 366 万５千円　　　　　　　　　【商工振興課】
　燕産地の技術基盤形成や新産業の創出に向けて、 市内企
業との協働による研究会を設置します。

新  新観光協会の立ち上げ
 2,082 万３千円 【商工振興課】
◆統一された観光協会として、全市的な観光案内業務、
観光情報発信業務を実施します。

◆春の「分水おいらん道中」、秋の「酒呑童子行列」を開
催します。

　　

生きがいとやさしさ生きがいとやさしさ
新  骨髄移植実現とドナー支援事業
 14 万円 【健康づくり課】

　骨髄移植の実現とドナー登録者の
増加を図るため、骨髄提供者に対し
奨励金を交付します。

◆骨髄提供 1回につき、入院１日
２万円（14万円を限度）

新  福祉総合相談窓口の設置
 285 万９千円 【福祉課】

　多岐にわたる相談に対応するため、相談支援の分野を
超えた連携体制を整備し、福祉の初期相談窓口の設置や、
きめ細かな相談支援の実現を図ります。

子どもたちを育むまち子どもたちを育むまち
新  Jack&Betty プロジェクト
　　（世界に通じる人材育成事業）
 2,885 万８千円 【学校教育課】
　燕の未来を担い、次世代をリードする人材を育
成するために、幼保・小・中を通じて国際理解教
育及び英語教育の一層の充実・推進を図ります。

◆ ALT の継続配置・英語指導助手
の増員（2人⇒ 5人）
◆英会話教室（小 1～小 4）・英語
クラブ（小 5～中 2）の開設
◆将来を担う中学生を対象に海外
派遣事業を実施（英語スピーチコンテストを開
催し、選考により派遣します）

病児・病後児保育の推進  
 1,440 万円 【子育て支援課】
　子どもが病気になった際にも、保護者が安心し
て子育てと仕事を両立できるよう、病児・病後児
の保育サービス実施に向けた体制づくりを推進し
ます。

新 医療機関併設型の病
児・病後児保育施設の
整備促進

　市内の小児科医院が医院併設
の病児・病後児保育施設を整備
する費用の一部を助成します。（吉田地区）

⇒ 平成 26年度からのサービス開始を目指します。

継 ファミリー・サポート・センターを
活用した病後児保育の取り組み

　ファミリー・サポート・センターを活用した病
後児保育の開始に向け、講習会を開催し、提供会
員の養成を図り、病後児保育の受け入れ体制をつ
くります。

住みやすいまち住みやすいまち
新  予約制乗合ワゴン車運行事業
　　（おでかけ きららん号）
　　3,501 万７千円 【生活環境課】
　高齢者などの交通手段を持たない方々に対し、交通手段を提
供し、暮らしやすい環境を確保するため、予約制乗合ワゴン車「お
でかけ きららん号」（デマンド交通システム）を運行します。

◆運行日：月～金曜日（祝日 ･年末
年始は運行しません）
◆利用料金： 中学生以上 300円
　小学生 100円※未就学児無料
◆運行時間：午前７時便から午後 5
時便まで（1時間ごと）

斎場・墓地の施設拡充
　　７億 7,018 万１千円 　【生活環境課】
拡 斎場建設事業（斎場建設事業費負担金）
　老朽化した斎場の隣接地に、環境やバリアフリー等に配慮し
た新斎場を建設します。

新 市営墓地整備・拡張事業
　墓地の需要が高まっているため、市営墓地の拡張に伴う測量・
設計を行います。　　　　　　　　　　

市民とともに市民とともに
新  つばめ若者会議事業
　　815 万円　　　　　【地域振興課】
　子どもたちに引き継ぎたい燕市の未来ビジョンを若者の手に
よって策定するためのワークショップを開催するなど、若者の
元気をまちづくりに活かす場をつくります。

◆積極的な参画を促し、自由な意見を引き出すため外部フ
※
ァシ

リテーターを活用
◆ Facebook などのソーシャルメディアを活用し、双方向の情
報発信と時間・場所を問わない意見交換を実施

にぎわいを創るにぎわいを創る
新  空き家等実態調査事業
　　　（事業期間：平成 25年度）

　 500 万円 【防災課】
　市内の空き家等の適正管理の推進を目的とする
条例の制定に伴い、管理不全物件数を把握するた
め、空き家等実態調査委託を行うとともに、管理
不全となった空き家等の解消を促進するための対
策を検討します。

新  大河津分水さくら公園バリアフリー
　　化整備事業（事業期間：平成 25年度）
　　3,400 万円 　　　　　  【都市計画課】
　高齢者や障がい者
等すべての人々に
とって安全で快適な
公園とするため、公
園中央に設置してあ
るシンボルロード等
のバリアフリー化整
備を行います。

新  消雪施設整備の推進
　　　（事業期間：平成 25年度）

　 6,800 万円 【土木課】
　交通量の多い通学道路に消雪施設を整備し、歩
行者の安全と円滑な交通確保を図ります。

◆柳山幹線他雪寒事業
　小池小学校、小池保育園の通学・通園道路

◆弥生町文京町線他雪寒事業
　分水中学校の通学路
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対
し
、
起
業
に
必
要
な

た
い
方
に
対
し
、
起
業
に
必
要
な

資
金
計
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

資
金
計
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

店
を
開
き
た
い
と
い
う
人
た
ち

店
を
開
き
た
い
と
い
う
人
た
ち

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー

等
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

等
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

商 

工 

費

着
地
型
観
光
振
興
支
援
事

着
地
型
観
光
振
興
支
援
事

業
委
託
料

業
委
託
料

１
０
０
０
万
円

１
０
０
０
万
円

●●問　
観
光
施
設
と
は
ど
こ
を
指
す
の

　

観
光
施
設
と
は
ど
こ
を
指
す
の

か
。
ま
た
、
緊
急
雇
用
の
期
間

か
。
ま
た
、
緊
急
雇
用
の
期
間

は
ど
の
く
ら
い
を
見
込
む
の
か
。

は
ど
の
く
ら
い
を
見
込
む
の
か
。

●●答　　

道
の
駅
、
国
上
山
ビ
ジ
タ
ー

道
の
駅
、
国
上
山
ビ
ジ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
磨
き
屋

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
磨
き
屋

一
番
館
を
観
光
施
設
と
位
置
づ

一
番
館
を
観
光
施
設
と
位
置
づ

け
、
当
面
は
、
道
の
駅
と
磨
き

け
、
当
面
は
、
道
の
駅
と
磨
き

屋
一
番
館
で
の
視
察
対
応
を
考

屋
一
番
館
で
の
視
察
対
応
を
考

え
て
い
る
。

え
て
い
る
。

新
商
品
新
技
術
開
発
支
援

新
商
品
新
技
術
開
発
支
援

事
業
補
助
金

事
業
補
助
金

　
　
　
　

３
７
０
０
万
円

　
　
　
　

３
７
０
０
万
円

●●問　

今
ま
で
支
援
を
受
け
て
販
売

　

今
ま
で
支
援
を
受
け
て
販
売

ル
ー
ト
に
乗
っ
た
も
の
は
何
件

ル
ー
ト
に
乗
っ
た
も
の
は
何
件

か
。
ま
た
、
支
援
を
受
け
る
回

か
。
ま
た
、
支
援
を
受
け
る
回

数
の
制
限
は
な
か
っ
た
の
か
。

数
の
制
限
は
な
か
っ
た
の
か
。

●●答　　
平
成
平
成
2323
年
度
で
採
択
さ
れ
た
も

年
度
で
採
択
さ
れ
た
も

の
が
７
件
で
、
商
品
化
し
て
販

の
が
７
件
で
、
商
品
化
し
て
販

売
し
て
い
る
も
の
が
４
件
。
出

売
し
て
い
る
も
の
が
４
件
。
出

荷
額
は
２
８

荷
額
は
２
８
１１
９
万
円
と
な
っ

９
万
円
と
な
っ

て
い
る
。
回
数
制
限
は
今
の
と

て
い
る
。
回
数
制
限
は
今
の
と

こ
ろ
な
い
。

こ
ろ
な
い
。土 

木 

費

空
き
家
等
実
態
調
査
委
託
料

空
き
家
等
実
態
調
査
委
託
料

　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

●●問　
ど
こ
に
委
託
し
、
ど
ん
な
調
査

　

ど
こ
に
委
託
し
、
ど
ん
な
調
査

を
行
う
の
か
。

を
行
う
の
か
。

●●答　　
実
態
調
査
の
前
に
事
前
調
査
を

実
態
調
査
の
前
に
事
前
調
査
を

し
て
、
空
き
地
・
空
き
家
を
把

し
て
、
空
き
地
・
空
き
家
を
把

握
し
た
上
で
専
門
業
者
に
調
査

握
し
た
上
で
専
門
業
者
に
調
査

を
依
頼
す
る
。
国
の
基
準
に
基

を
依
頼
す
る
。
国
の
基
準
に
基

づ
い
て
建
物
の
状
況
・
所
有
者

づ
い
て
建
物
の
状
況
・
所
有
者

を
確
認
し
、
地
図
に
落
と
し
て

を
確
認
し
、
地
図
に
落
と
し
て

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
く
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
い
く
。

須
頃
郷
公
園
整
備
事
業

須
頃
郷
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　

２
４
８
０
万
円

　
　
　
　

２
４
８
０
万
円

●●問　
ど
の
よ
う
な
整
備
内
容
と
な
る

　

ど
の
よ
う
な
整
備
内
容
と
な
る

の
か
。
車
は
何
台
く
ら
い
と
め

の
か
。
車
は
何
台
く
ら
い
と
め

ら
れ
る
の
か
。

ら
れ
る
の
か
。

●●答　　
高
速
道
路
の
バ
ス
乗
車
場
近
く

高
速
道
路
の
バ
ス
乗
車
場
近
く

のの
１１
９
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ

９
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
６
号
公
園
整
備
で
、
多
目
的

ど
の
６
号
公
園
整
備
で
、
多
目
的

広
場
と
駐
車
場
と
花
壇
を
設
置

広
場
と
駐
車
場
と
花
壇
を
設
置

す
る
。
緊
急
時
駐
車
を
合
わ
せ

す
る
。
緊
急
時
駐
車
を
合
わ
せ

てて
5050
台
く
ら
い
と
な
る
。

台
く
ら
い
と
な
る
。

消 

防 

費

分
水
消
防
署
改
築
事
業

分
水
消
防
署
改
築
事
業

２
億
３
０
９
３
万
８
千
円

２
億
３
０
９
３
万
８
千
円

●●問　
信
濃
川
決
壊
時
は
５
メ
ー
ト
ル

　

信
濃
川
決
壊
時
は
５
メ
ー
ト
ル

の
浸
水
と
さ
れ
て
い
る
が
、
消

の
浸
水
と
さ
れ
て
い
る
が
、
消

防
の
関
係
機
器
類
は
大
丈
夫
か
。

防
の
関
係
機
器
類
は
大
丈
夫
か
。

●●答　　
資
材
・
機
材
は
２
階
部
分
に
置

資
材
・
機
材
は
２
階
部
分
に
置

く
こ
と
に
な
る
の
で
影
響
は
な

く
こ
と
に
な
る
の
で
影
響
は
な

い
。
雨
が
続
い
て
の
破
堤
が
一

い
。
雨
が
続
い
て
の
破
堤
が
一

般
的
で
、
消
防
車
両
を
ど
こ
に

般
的
で
、
消
防
車
両
を
ど
こ
に

避
難
さ
せ
る
か
の
計
画
が
つ
く

避
難
さ
せ
る
か
の
計
画
が
つ
く

ら
れ
て
お
り
、
西
川
堤
防
や
分

ら
れ
て
お
り
、
西
川
堤
防
や
分

水
駅
付
近
へ
移
動
さ
せ
る
こ
と

水
駅
付
近
へ
移
動
さ
せ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

に
な
っ
て
い
る
。

防
災
リ
ー
ダ
ー
要
請
講
座

防
災
リ
ー
ダ
ー
要
請
講
座

委
託
料

委
託
料

　
　
　

　
　
　
4343
万
７
千
円

万
７
千
円

●●問　
自
治
会
の
方
を
対
象
に
進
め
る

　

自
治
会
の
方
を
対
象
に
進
め
る

の
で
は
な
く
、
防
災
意
識
を
高

の
で
は
な
く
、
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
に
も
一
般
市
民
を
対

め
る
た
め
に
も
一
般
市
民
を
対

象
に
、
若
い
人
か
ら
も
ど
ん
ど

象
に
、
若
い
人
か
ら
も
ど
ん
ど

ん
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も

ん
防
災
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
て
も

ら
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

ら
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

●●答　　
委
託
事
業
と
し
、
専
門
的
で
効

委
託
事
業
と
し
、
専
門
的
で
効

果
的
な
講
座
を
集
中
的
に
行
い

果
的
な
講
座
を
集
中
的
に
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
的

た
い
と
考
え
て
い
る
。
地
域
的

隔
た
り
も
あ
る
の
で
、
自
治
会

隔
た
り
も
あ
る
の
で
、
自
治
会

や
自
主
防
災
組
織
を
通
じ
て
働

や
自
主
防
災
組
織
を
通
じ
て
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

き
か
け
て
い
き
た
い
。

教 
育 
費

広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣

広
島
平
和
記
念
式
典
派
遣

事
業
事
業　

　
　

　
　
　
5252
万
９
千
円

万
９
千
円

●●問　
平
成

　

平
成
2020
年
度
か
ら
続
く
こ
の
事

年
度
か
ら
続
く
こ
の
事

業
は
、
学
校
任
せ
で
各
中
学
校

業
は
、
学
校
任
せ
で
各
中
学
校

の
生
徒
会
役
員
の
中
か
ら
選
考

の
生
徒
会
役
員
の
中
か
ら
選
考

さ
れ
て
き
た
。
希
望
す
る
子
ど

さ
れ
て
き
た
。
希
望
す
る
子
ど

も
た
ち
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
て

も
た
ち
の
中
か
ら
選
考
さ
れ
て

い
く
べ
き
で
な
い
の
か
。

い
く
べ
き
で
な
い
の
か
。

●●答　　

平
成
平
成
2525
年
度
か
ら
教
育
委
員

年
度
か
ら
教
育
委
員

会
が
担
当
す
る
。﹁
希
望
﹂
を
尊

会
が
担
当
す
る
。﹁
希
望
﹂
を
尊

重
し
た
中
で
、
体
験
し
た
こ
と

重
し
た
中
で
、
体
験
し
た
こ
と

を
し
っ
か
り
全
校
に
伝
え
る
役

を
し
っ
か
り
全
校
に
伝
え
る
役

目
を
果
た
し
て
く
れ
る
生
徒
を
、

目
を
果
た
し
て
く
れ
る
生
徒
を
、

学
校
と
学
校
教
育
課
の
中
で
選

学
校
と
学
校
教
育
課
の
中
で
選

考
し
て
い
き
た
い
。

考
し
て
い
き
た
い
。

衛 

生 

費

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
事
業

未
熟
児
養
育
医
療
給
付
事
業

　

４
３
５
万
１
千
円

　

４
３
５
万
１
千
円

●●問　
医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
と

　

医
療
費
の
一
部
を
助
成
す
る
と

し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど

し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
は
ど

う
い
う
内
容
な
の
か
。

う
い
う
内
容
な
の
か
。

●●答　　
入
院
に
か
か
る
医
療
費
の
３
割

入
院
に
か
か
る
医
療
費
の
３
割

分
を
公
費
助
成
す
る
。
利
用
さ

分
を
公
費
助
成
す
る
。
利
用
さ

れ
る
方
は
、
所
得
税
に
応
じ
た

れ
る
方
は
、
所
得
税
に
応
じ
た

金
額
を
負
担
し
て
も
ら
う
。

金
額
を
負
担
し
て
も
ら
う
。

農
林
水
産
業
費

青
年
就
農
給
付
金
事
業
補

青
年
就
農
給
付
金
事
業
補

助
金
助
金

　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

●●問　
青
年
の
対
象
年
齢
は
何
歳
ま
で

　

青
年
の
対
象
年
齢
は
何
歳
ま
で

か
。
単
年
度
な
の
か
、
複
数
年

か
。
単
年
度
な
の
か
、
複
数
年

度
の
事
業
な
の
か
。

度
の
事
業
な
の
か
。

●●答　　
国
の
補
助
事
業
で

国
の
補
助
事
業
で
4545
歳
未
満
の

歳
未
満
の

新
規
就
農
者
を
対
象
と
し
、

新
規
就
農
者
を
対
象
と
し
、
１１

人
当
た
り
年
間

人
当
た
り
年
間
１１
５
０
万
円
、

５
０
万
円
、

最
長
で
５
年
間
の
事
業
で
あ
る
。

最
長
で
５
年
間
の
事
業
で
あ
る
。

民生費
児童・高齢者・障がい
者などの福祉施設整備
や運営、生活保護の実
施などに使われるお金
です。

商工費
商工業の振興や、地域
の観光を発信すること
などに使われるお金で
す。

土木費
道路改修などの土木工
事や除雪、市営住宅の
管理運営などに使われ
るお金です。

教育費
小中学校や生涯学習、
スポーツ事業の運営の
ために使われるお金で
す。

農林水産業費
主に農業振興のため、
農地整備や農道の改良
などに使われるお金で
す。

衛生費
市民の健康の維持増進
や、ごみの収集など、
環境衛生に使われま
す。

総務費
まちづくり事業に関す
る経費や選挙にかかる
費用、庁舎の維持管理
などに使われるお金で
す。

解 説用 語
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T S U B A M E - C I T Y  G I K A I  N O T E

　一般質問は、議員が市政全

般にわたり、政策提言も含めて

市に考えを聞くものです。平成

25年３月議会では、16名の議

員が登壇しました。全質問項目

は左記のとおりです。

　８ページからの本文は、質

問をした議員本人が要約して

執筆しています。なお、一般

質問の全文は、各図書館など

に置いてある議事録や、イン

ターネット（市議会ホームペー

ジ内の「会議録検索」）で閲覧

することができます。

ソウダ・ボウチョウニ・イコ
ソウダ・ボウチョウニ・イコ

ウ！

新庁舎の議場をご紹介！

「傍聴してみたい！」という方は

次の議会は６月12日（水）開会予定です
傍聴に関するお問い合せは　議会事務局TEL 0256-77-8341まで

　新庁舎４階へ。傍聴席入口で受付を済ませてから、席についてください。手続きは簡単。
だれでも傍聴できますので、ぜひお気軽にお越しください。

　新庁舎が完成し、議場も新庁舎に移りました。新しい議場は、設備はもちろん、バリアフリー
対応も充実。本会議はインターネットでも放映されますが、議場の“生”の雰囲気はまた独特です。
私たちの生活に直結する課題がどう議論されているか、ぜひ一度お越しください。

特徴②「実は○○なんです」
　天井に丸く見えるもの、実はルー
プアンテナなんです。誘導無線方式
による音声放送のために使われます。

特徴④「たくさんあります」
傍聴席は議場後部の上部に設置。
議場全体が見やすくなりました。

座席は全部で50席あり、車椅子用のス
ペースも設けられています。

特徴③「ここにもご注目！」
　傍聴席から見て両壁面にモ
ニターを設置。採決の結果な
ども映し出されます。

特徴①「賛否もはっきりと」
議席にある電子採決システ

ム。議員はこのボタンを
操作して賛否を表明し
ます。これまでに比
べ、採決が迅速に行
えるようになりま
した。採決の結果
は、モニターに表
示されます。

特徴⑤
「よく聞こえます」
　難聴者の方用に補聴システムを導入しました。
バリアフリー対応も充実しています。

左右の席は答弁を行う市長や各部
長等が座ります。

議事進行を行う議長
の席。隣は事務局長
が座ります。

ここが登壇席。
議員はここに立って
対面式で質問します。

議員はこちら。
議席番号順に座ります。

タクサンノ
・コ
ト

ヲ
・
キ

キ
マ
シタ

タクサンノ
・コ
ト

ヲ
・
キ

キ
マ
シタ

① 本多了一 議員
（日本共産党）

P. 8 ② 小林由明 議員
（旭日会）

P. 8

1.新庁舎での業務開始にあたって望む
こと

1.産業施策について
2.大人の学びについて

2.臨時職員の現状とそこにどう光をあて
るか

3.市の景観形成について

3.住宅リフォーム制度のさらなる拡充を
4.非核平和都市宣言に関連して

③ 渡邉雄三 議員
（公明党）

P. 9 ④ 塙　　豊 議員
（旭日会）

P. 9

1.市長の政治姿勢について 1.財政問題について
2.通学路の安全安心について 2.まちなか活性化事業について

3.職員研修制度のこれからについて

⑤ 樋浦恵美 議員
（公明党）

P. 10 ⑥ 中島清一 議員
（旭日会）

P. 10

1.発達障がい児に対する支援体制につ
いて

1.市長の政治姿勢について
2.平成25年度における老朽インフラの
維持改修について2.男性介護者の現状と支援体制について
3.太陽光発電「屋根貸し」事業について
4.本市におけるいじめの実態と対策につ
いて

⑦ 大原伊一 議員
（旭日会）

P. 11 ⑧ 大岩　勉 議員
（旭日会）

P. 11

1.燕警察署移転に伴う地域の要望につ
いて

1.教育振興対策について
2.防犯灯ＬＥＤ化やＥＳＣＯ（エスコ）事
業について2.補助金・委託料の在り方について

3.県央地区に１日も早い救命救急病院
の設置を望む

3.東京電力㈱との「安全協定」の締結
について

4. 健康診査の在り方について
5. 25年産米の品質向上に向けた取り
組みについて

⑨ 齋藤信行 議員
（大河の会）

P. 12 ⑩ 土田　昇 議員
（日本共産党）

P.12 ⑪ 山﨑雅男 議員
（旭日会）

P. 13

1.米納津隕石について 1.柏崎・刈羽原発の今後の課題について 1. 定員適正管理計画について
2.新観光協会の立ち上げと観光の推進
について

2. 県央基幹病院の課題について 2. 旧保養所「たのうら燕」について
3. 通学路の交通安全の確保について

3. 分水北部地区について 4. 教育問題について

⑫ 中山眞二 議員
（旭日会）

P. 13 ⑬ 齋藤紀美江 議員
（旭日会）

P.14 ⑭ タナカ・キン 議員
（無所属）

P. 14

1. 空き地と防災について 1. 市長の政治姿勢について 1.燕市に対する損害賠償請求事件につ
いて2.土地利用と職員駐車場について 2. 職員研修について

3. 広報のありかたについて 2. 観光施策について
4. 観光政策について 3. 文化会館の有効活用について
5. 防災計画について 4. てまりの湯へのアクセスについて

⑮ 阿部健二 議員
（無所属）

P. 15 ⑯ 長井由喜雄 議員
（日本共産党）

P. 15

1.燕市の予算は市民のために正しく使わ
れてきたか（これからの行政と市議会
のあり方について）

1. 国民健康保険について
2. 中学校の部活動支援について
3. 子ども医療費助成の拡充について

2.自転車にやさしくない燕市の道路行
政について
3.燕市国民健康保険税の安易な値上
げについて

16名の議員が聞いた！

一 般 質 問

ひとくちメモ… 一般質問の人数に制限はありません。１人当たりの質問時間は3030分以内です。
　　　　　　　 質問を行う議員は、事前に「こんな質問をします」という通告を書面で行います。
　　　　　　　 本会議における質問の順番は受け付け順となっています。
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燕図書館

５月７日から新庁舎での業務が始まりました

ギインガ・キイタ・ツバメシノ
・ミライ

生涯にわたる積極的な学びの姿勢を！

職
員
は
、
全
力
を
挙
げ
て

市
民
サ
ー
ビ
ス
を
！

問

５
月
に
は
新
庁
舎
で
の
仕
事
が
始

ま
る
こ
と
に
な
る
が
、
私
は
市
役
所
の

職
員
が
、
新
た
な
気
持
ち
で
公
務
員
精

神
を
発
揮
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
当
た

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

す
べ
て
の
職
員
は
憲
法
等
で
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
公
共
利
益
の
た
め
に
勤

務
し
、
か
つ
職
務
の
遂
行
に
当
た
っ
て

は
全
力
を
挙
げ
て
こ
れ
に
専
念
す
る
こ

と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
次
の
宣

誓
を
し
て
い
る
。「
私
は
こ
こ
に
、
主

権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
認
め
る
日

本
国
憲
法
を
尊
重
し
、
か
つ
擁
護
す
る

こ
と
を
か
た
く
誓
う
。
私
は
地
方
自
治

の
本
旨
を
体
す
る
と
と
も
に
、
公
務
を

民
主
的
か
つ
能
率
的
に
運
営
す
べ
き
責

務
を
深
く
自
覚
し
、
全
体
の
奉
仕
者
と

問

み
ん
な
が
望
む
理
想

の
社
会
と
自
己
の
実
現
の

た
め
に
は
、
生
涯
に
わ
た

り
積
極
的
に
勉
強
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の

取
り
組
み
は
、
極
め
て
重

要
な
役
割
を
果
た
す
も
の

と
考
え
て
い
る
。
社
会
教

育
や
生
涯
学
習
な
ど
に
対

す
る
考
え
や
取
り
組
み
を

伺
い
た
い
。

答

生
涯
に
わ
た
り
学
ぶ
姿

勢
は
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
な
が
ら
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的

に
地
域
の
課
題
を
把
握
し
、

そ
の
解
決
に
向
け
、
自
ら

学
び
実
践
す
る
と
い
う
よ

う
な
生
涯
学
習
社
会
を
構

築
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

し
て
誠
実
か
つ
公
正
に
職
務
を
遂
行
す

る
こ
と
を
か
た
く
誓
う
」。

　

市
長
も
こ
れ
を
ご
存
知
だ
と
思
う

が
、
私
の
意
見
に
対
し
て
ど
う
受
け
と

め
る
の
か
伺
う
。

答

議
員
ご
指
摘
の
と
お
り
、
地
方
公

務
員
は
全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
公
共
の

利
益
の
た
め
に
全
力
で
職
務
に
専
念
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
新

た
に
採
用
さ
れ
る
職
員
も
服
務
の
宣
誓

を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
精
神
は
、
公
務

員
の
倫
理
的
自
覚
を
促
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
お
り
、
服
務
の
根
本
基
準
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

新
庁
舎
移
転
を
機
に
、
改
め
て
職
員

の
意
識
を
促
す
よ
う
に
と
い
う
ご
指
摘

で
あ
る
が
、
ま
っ
た
く
同
感
で
、
施
政

方
針
の
中
で
述
べ
た
よ
う
に
今
年
の
４

つ
の
重
点
テ
ー
マ
の
中
の
一
つ
に
掲
げ

て
い
る
。

問

読
書
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る

と
思
う
が
、
大
人
の
読
書
推
進
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
を
伺
い
た
い
。

答

平
成
25
年
度
か
ら
図
書
館
の
開
館

時
間
等
を
、
平
日
は
午
後
８
時
ま
で
延

長
し
、
毎
月
第
２
月
曜
日
と
第
３
木
曜

日
も
開
館
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

ま
た
、
子
育
て
支
援
や
医
療
情
報
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
課
題
解
決
に
役

立
つ
資
料
収
集
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
に
注

力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
図
書
館
に
興
味

を
持
っ
て
も
ら
い
、
読
書
活
動
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本多了一 議員（日本共産党）

小林由明 議員（旭日会）

国道116号バイパス早期着工を！

天
神
講
で
さ
ら
な
る

ま
ち
お
こ
し
を
！

問

都
市
計
画
の
観
点
か

ら
、
国
道
１
１
６
号
バ
イ

パ
ス
は
必
要
な
道
路
で
あ

る
と
強
く
感
じ
て
い
る
。

３
年
半
前
の
民
主
党
政
権

は
、「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か

ら
人
へ
」
の
政
権
公
約
に

よ
っ
て
、
進
み
始
め
て
い

た
構
想
も
と
ま
っ
て
し

ま
っ
た
。
３
・
11
東
日
本

大
震
災
以
降
、
バ
イ
パ
ス

の
概
念
も
大
き
く
変
わ

り
、
災
害
時
に
は
避
難
・

物
資
の
輸
送
道
と
し
て
、

ま
さ
に
命
を
守
る
道
と
し

て
不
可
欠
で
あ
る
。
市
長

は
こ
れ
ま
で
も
、
バ
イ
パ

ス
推
進
に
尽
力
し
て
き

た
。
現
在
は
政
権
も
交
代

し
、
減
災
・
防
災
の
観
点

か
ら
ど
の
よ
う
な
手
法
で

バ
イ
パ
ス
着
工
へ
の
道
筋

を
つ
け
て
い
く
の
か
。

答

ご
指
摘
の
と
お
り
、
本
当
に
３
年

半
に
わ
た
り
止
ま
っ
た
ま
ま
の
時
計
の

針
を
ど
の
よ
う
に
動
か
す
か
、
水
面
下

で
相
当
動
い
て
き
た
。
命
の
道
路
・
避

難
道
路
等
を
強
力
に
訴
え
て
い
く
中

で
、
止
ま
っ
た
時
計
の
針
を
動
か
す
こ

と
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

問

昨
年
、
児
童
が
犠
牲
に
な
る
重
大

事
故
が
多
発
し
、
こ
の
事
故
を
受
け
て

通
学
路
の
安
全
点
検
を
実
施
し
た
結

果
、
１
０
０
を
超
え
る
危
険
箇
所
が
確

認
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
改
善
さ
れ

た
の
か
。

答

市
教
育
委
員
会
・
警
察
・
生
活
環

境
課
と
合
同
で
約
１
０
０
ヵ
所
、
す
べ

て
の
現
場
を
確
認
し
、
協
議
を
重
ね
て

対
応
し
て
き
た
。
現
在
は
約
８
割
程
度

の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
残
り
の
２
割

に
つ
い
て
は
、
信
号
機
や
横
断
歩
道
の

新
設
で
あ
り
、引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

問

市
長
就
任
当
時
よ
り
、
天
神
講
に

光
を
当
て
、
市
民
の
間
で
も
昔
を
思
い

出
し
た
よ
う
に
、
２
月
中
旬
に
は
、
金

果
糖
の
天
神
様
や
鯛
を
か
た
ど
っ
た
落

雁
な
ど
が
燕
の
菓
子
店
の
店
先
を
賑
わ

せ
て
い
る
。
ま
た
、
長
ら
く
天
神
講
の

菓
子
づ
く
り
を
休
止
し
て
い
た
菓
子
店

が
製
造
を
再
開
す
る
な
ど
、
天
神
講
が

市
民
の
間
に
再
認
識
さ
れ
て
い
る
の
が

現
状
で
あ
り
、
商
店
街
の
活
性
化
と
あ

わ
せ
て
市
民
参
加
型
の
事
業
と
し
て
取

り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見

解
は
。

答

こ
の
燕
市
の
伝
統
的
風
習
に
光
を

当
て
、
情
報
発
信
に
取
り
組
み
、
毎
年

盛
り
上
が
り
を
積
み
重
ね
て
き
た
。
行

政
が
先
頭
に
立
っ
て
、
天
神
講
を
燕
の

２
月
の
風
物
詩
と
し
て
根
づ
か
せ
、
商

店
街
の
活
性
化
・
燕
市
全
体
の
情
報
発

信
に
結
び
つ
け
た
い
。

問

昨
年
の
八
王
寺
佐
渡
線
開
通
以

来
、
通
称
中
央
通
り
の
渋
滞
が
顕
著
と

な
っ
て
い
る
が
、
燕
駅
前
通
り
は
閑
散

と
し
た
状
況
で
あ
る
。
車
と
歩
行
者
の

少
な
い
地
域
に
活
性
化
の
期
待
は
低

い
。
燕
駅
前
通
り
は
宮
町
商
店
街
へ
と

続
く
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
穀
町
の
交

互
通
行
と
あ
わ
せ
て
早
急
な
対
応
が
必

要
で
あ
る
。

答

交
通
安
全
や
駐
車
場
対
策
な
ど
、

地
元
住
民
、
地
元
商
店
街
の
賛
同
が
不

可
欠
で
あ
り
、
警
察
・
公
安
委
員
会
な

ど
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

渡邉雄三 議員（公明党）

塙　　豊 議員（旭日会）

116号バイパスの渋滞
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ギカイノ・ヤリトリヲ・ミニキマセンカ

問

平
成
25
年
度
予
算
に
盛
り

込
ん
だ
、
市
長
の
目
玉
政
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答

新
年
度
の
重
点
事
業
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き

た
産
業
の
活
性
化
や
教
育
・
子

育
て
環
境
の
充
実
な
ど
、
さ
ら

に
磨
き
を
か
け
た
い
。
特
に
25

年
度
と
し
て
は
、
若
い
世
代
や

子
ど
も
た
ち
の
視
点
か
ら
将
来

を
見
据
え
た
新
し
い
事
業
に
取

り
組
み
、
新
た
な
飛
躍
に
向
け

た
予
算
を
編
成
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
子
ど
も
た
ち

の
英
語
教
育
、
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
空
き
家
へ
の
対
応
、
排
水

対
策
、
病
児
・
病
後
児
保
育
の

施
設
併
設
型
の
体
制
整
備
な
ど

に
力
を
入
れ
て
予
算
配
分
し

た
。

問

道
路
や
橋
な
ど
、
老
朽
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
改
修
に
つ
い

て
、
本
年
度
の
計
画
は
。

答

老
朽
橋
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成

24
年
度
末
で
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

策
定
を
終
了
し
、
平
成
25
年
度
は
吉
田

駅
人
道
橋
の
改
修
工
事
、
西
槇
地
内
の

東
西
橋
及
び
中
ノ
口
川
に
か
か
る
中
央

橋
の
修
繕
に
向
け
た
詳
細
設
計
を
予
定

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
舗
装
や
側
溝
修
繕
な
ど
、
通

常
の
維
持
管
理
に
加
え
て
、
幹
線
道
路

の
舗
装
や
擁
壁
・
大
型
案
内
標
識
・
道

路
照
明
な
ど
、
国
の
平
成
24
年
度
補
正

予
算
の
事
業
を
活
用
し
て
点
検
業
務
を

実
施
し
た
い
。
今
後
と
も
、
修
繕
事
業

に
係
る
費
用
の
平
準
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
必
要
な
財
源
を
確
保

し
、
計
画
的
か
つ
適
正
な
修
繕
工
事
を

実
施
し
て
い
き
た
い
。

教
育
・
福
祉
へ
の

　
　
　
支
援
体
制
に
つ
い
て

問

発
達
障
が
い
児
に
対
す
る
支
援
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
就
学
後
の
引
き

継
ぎ
や
理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修
な

ど
は
行
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
の
課
題

と
し
て
ど
う
認
識
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

引
き
継
ぎ
に
つ
い
て
は
、
保
育
園

・
幼
稚
園
の
先
生
が
学
校
で
の
授
業
を

参
観
す
る
な
ど
、
よ
り
よ
い
指
導
支
援

に
努
め
て
い
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、

「
特
別
な
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
へ

の
関
わ
り
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
等
で
研

修
会
や
講
演
会
を
開
き
、
関
係
職
員
の

研
修
を
深
め
て
き
た
。

　

個
別
に
支
援
を
要
す
る
児
童
生
徒
が

よ
り
よ
く
学
ん
で
い
け
る
よ
う
、
関
係

職
員
の
指
導
力
・
支
援
力
を
一
層
高
め

て
い
く
た
め
に
、
研
修
の
充
実
、
就
学

前
か
ら
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
確
実

に
し
て
い
く
こ
と
、相
談
体
制
・
サ
ポ
ー

ト
体
制
の
周
知
を
図
り
、
正
し
い
認
識

が
広
ま
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問

男
性
介
護
者
の
現
状
に
つ
い
て
、

支
援
は
行
っ
て
い
る
の
か
。
今
後
は
ど

の
よ
う
な
支
援
が
必
要
で
あ
る
の
か
。

答

男
性
介
護
者
は
今
後
増
え
て
い
く

も
の
と
予
想
し
て
お
り
、
介
護
の
技
術

を
学
ぶ
機
会
の
提
供
や
精
神
的
な
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
対
策
、
参
加
し
や
す
い
時
間

帯
等
の
環
境
づ
く
り
な
ど
が
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
新
年
度
か
ら
夜

間
や
休
日
の
開
催
も
予
定
し
て
お
り
、

支
援
に
つ
い
て
は
あ
え
て
メ
ニ
ュ
ー
化

す
る
の
で
は
な
く
、
参
加
者
か
ら
の
声

を
聞
き
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事

業
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

幹線道路舗装工事

樋浦恵美 議員（公明党）

中島清一 議員（旭日会）

道路や橋梁の維持修繕計画は

今後の諸課題について
問

燕
警
察
署
移
転
に
伴

い
、
近
隣
住
民
か
ら
犯
罪

増
加
を
心
配
す
る
声
が
あ

る
が
、
対
応
策
は
。

答

燕
駅
前
交
番
と
警
ら

の
充
実
を
し
て
い
く
。
緊

急
出
動
態
勢
も
整
備
し
、

十
分
な
対
応
を
し
て
い

く
。
警
察
協
議
会
に
て
地

域
の
声
を
十
分
届
け
た

い
。

問

補
助
金
委
託
料
に
つ

い
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
補
助
金
の
住
民
１
人
当

た
り
の
額
に
差
が
あ
り
過

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
見

直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て

伺
う
。

答

24
年
度
で
は
、
１
人

当
た
り
最
大
６
７
１
円
、

最
小
１
４
５
円
と
な
っ
て

い
る
が
、
規
模
に
左
右
さ

れ
な
い
基
礎
運
営
費
が
必
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
均
等
割
と
世
帯
割
基
準
で
配

分
し
て
い
る
。

問

早
急
に
救
命
救
急
病
院
の
設
置
を

望
む
が
、
合
同
会
議
の
内
容
と
今
後
の

日
程
に
つ
い
て
伺
う
。

答

今
後
は
、
県
央
基
幹
病
院
基
本
構

想
策
定
委
員
会
で
機
能
・
規
模
・
既
存

病
院
と
の
役
割
分
担
と
運
営
形
態
が
25

年
度
中
を
目
途
に
作
成
さ
れ
る
。

問

医
療
費
抑
制
に
は
、
検
診
の
受
診

率
向
上
に
よ
る
早
期
発
見
・
早
期
治
療

が
必
要
で
あ
る
。
受
診
率
向
上
の
た
め

に
、
市
内
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る
体

制
づ
く
り
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答

検
診
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
の
会
場

で
も
受
診
で
き
る
こ
と
や
土
曜
日
に
も

受
診
で
き
る
等
、
受
診
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
75
歳

以
上
の
方
が
医
療
機
関
で
受
診
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
い
る
。

大原伊一 議員（旭日会）

宇
宙
か
ら
の
贈
り
物
、

米
納
津
隕
石
!!

問

燕
市
教
員
研
修
視
察
「
と
き
め
き

ス
ク
ー
ル
」
の
具
体
的
成
果
は
。

　

燕
市
の
教
育
、
自
校
の
教
育
、
自
己

の
指
導
に
取
り
入
れ
て
い
る
の
か
。

答

先
進
校
と
い
わ
れ
て
い
る
学
校
の

指
導
法
を
学
び
、
自
ら
の
指
導
や
自
校

の
活
性
化
や
授
業
改
善
に
役
立
て
て
お

り
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

問

宇
宙
か
ら
の
贈
り
物
で
あ
る
米
納

津
隕
石
に
つ
い
て
、
児
童
や
生
徒
に
授

業
な
ど
で
指
導
し
て
い
る
の
か
。
観
光

事
業
と
し
て
施
策
展
開
を
し
、
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
推
進
を
さ
れ
た
ら
ど
う
か
。

答

長
善
館
史
料
館
や
隕
石
落
下
地
を

訪
れ
、
学
ん
で
い
る
。
今
年
度
、
国
立

科
学
博
物
館
か
ら
米
納
津
隕
石
里
帰
り

イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
、
観
光
に
も
つ
な

げ
た
い
と
思
う
。

問

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で
、
不
要
に

な
っ
た
洋
服
を
寄
贈
す
る
活
動
に
児
童

や
生
徒
を
参
加
さ
せ
た
ら
ど
う
か
。

答

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
は
取

り
組
ん
で
い
る
。
洋
服
寄
贈
活
動
に
も

参
加
し
よ
う
と
思
う
。

問

防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事

業
に
つ
い
て
聞
く
。

答

防
犯
灯
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
こ
と
で

光
熱
費
は
２
分
の
１
、
修
繕
費
は
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
事
業
者
の
責
任
管
理
で
、
す
べ
て

削
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
事
業
終
了

後
は
、
年
間
２
０
０
０
万
円
以
上
の
削

減
効
果
と
考
え
て
い
る
。

問

東
京
電
力
㈱
と
安
全
協
定
の
締
結

を
し
た
が
、
原
発
の
安
全
性
を
求
め
続

け
る
必
要
に
つ
い
て
聞
く
。

答

原
発
の
安
全
性
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
、
報
告
を
受
け
る
関
係
を
構
築
す

る
目
的
で
締
結
し
た
。

米納津隕石落下地記念碑

大岩　勉 議員（旭日会）
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山﨑雅男 議員（旭日会）

市民ニーズに対応した行政運営を！

新
庁
舎
に
お
け
る
職
員
の

駐
車
料
金
に
つ
い
て

問

職
員
構
成
で
20
歳
〜

30
歳
ま
で
が
６
４
４
名
中

99
名
で
全
体
の
15
・
４
％
、

48
歳
〜
60
歳
ま
で
が

２
９
５
名
で
全
体
の
45
・

９
％
で
、
若
年
層
が
極
め

て
少
な
い
構
成
で
あ
る
。

地
方
分
権
が
よ
り
一
層
進

め
ば
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
高

度
化
・
多
様
化
等
、
当
然
、

行
政
需
要
事
務
量
が
増
大

す
る
。
職
員
の
専
門
性
、

企
画
立
案
等
に
能
力
が
求

め
ら
れ
る
中
、
ど
の
よ
う

な
組
織
機
構
で
市
政
運
営

を
図
る
の
か
。

答

職
員
の
高
齢
化
が
進

み
、
逆
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の

年
齢
構
成
で
あ
り
、
定
員

適
正
化
計
画
と
の
整
合
性

を
図
り
、
適
正
な
職
員
採

用
を
実
施
し
た
い
。
職
場

研
修
の
充
実
、
国
・
県
と
の
人
事
交
流

等
を
行
い
、
職
員
の
人
材
育
成
や
ス
キ

ル
向
上
も
大
切
で
、
総
合
的
観
点
か
ら

定
員
適
正
化
に
取
り
組
み
た
い
。

問

吉
田
南
小
学
校
区
内
で
、
西
太
田

跨
線
橋
下
か
ら
親
水
公
園
わ
き
ま
で
の

歩
道
が
狭
く
危
険
性
が
高
い
。Ｐ
Ｔ
Ａ
・

西
太
田
地
区
親
子
会
等
か
ら
要
望
書
が

提
出
さ
れ
た
が
、子
ど
も
た
ち
が
安
全
・

安
心
に
通
学
で
き
る
よ
う
早
急
に
対
応

す
べ
き
で
あ
る
。

　

粟
生
津
地
域
の
中
学
生
は
、
自
転
車

で
下
粟
生
津
地
内
越
後
線
沿
い
の
道
路

を
通
り
、
途
中
線
路
を
横
断
し
て
西
太

田
に
向
か
う
狭
い
道
路
を
通
る
。
通
勤

時
間
帯
と
重
な
り
、
危
険
な
状
態
で
あ

り
、
道
路
拡
幅
整
備
を
行
い
、
安
全
な

通
学
路
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

西
太
田
地
内
は
当
面
、
視
線
誘
導

標
を
増
設
し
て
対
応
。
下
粟
生
津
地
内

は
、
現
場
を
確
認
し
て
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

問

１
月
21
日
未
明
に
発
生
し
た
燕
市

南
４
丁
目
の
火
災
に
お
い
て
、
密
集
地

に
お
け
る
空
き
地
が
火
災
の
広
が
り
を

防
止
す
る
意
味
で
非
常
に
効
果
が
あ
っ

た
。
空
き
家
に
関
し
て
は
、
取
り
壊
す

と
土
地
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
６
分

の
１
の
減
免
措
置
が
な
く
な
る
。
防
災

や
老
朽
化
し
た
空
き
家
の
取
り
壊
し
を

促
進
す
る
意
味
で
も
、
取
り
壊
し
に
対

す
る
助
成
金
や
、
密
集
地
の
空
き
家
取

り
壊
し
後
の
更
地
に
つ
い
て
固
定
資
産

税
減
免
措
置
は
で
き
な
い
か
。

答

定
住
促
進
を
含
め
、
空
き
地
・
空

き
家
の
適
正
管
理
条
例
を
制
定
し
、
実

態
調
査
の
予
算
を
計
上
し
た
。
助
成
の

仕
方
、
町
な
か
の
活
性
化
を
考
え
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

問

新
庁
舎
に
な
っ
た
こ
と
で
歩
い
て

通
勤
で
き
な
く
な
っ
た
職
員
の
交
通
手

段
、
駐
車
料
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
職
員
か
ら
徴
収
す
る
予
定
の

７
０
０
万
円
の
駐
車
料
金
は
、
基
金
ま

た
は
特
別
会
計
に
し
て
可
視
化
し
て
は

ど
う
か
。
旧
庁
舎
に
お
け
る
駐
車
場
と

し
て
の
借
地
の
扱
い
は
。

答

主
に
自
動
車
通
勤
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
今
ま
で
自
動
車
通
勤
の
職
員
全

員
か
ら
月
５
０
０
円
ず
つ
徴
収
し
て
い

た
が
、
用
地
取
得
費
や
整
備
費
を
考
慮

し
、２
倍
の
１
０
０
０
円
を
徴
収
す
る
。

駐
車
料
金
は
一
般
会
計
の
歳
入
で
処
理

し
た
い
。
賃
借
料
は
年
２
５
０
万
円
を

払
っ
て
い
た
が
解
約
す
る
。

新庁舎の職員駐車場

中山眞二 議員（旭日会）

問

基
幹
病
院
は
５
０
０
床
規

模
で
、
医
師
の
数
が
80
名
と
報

道
さ
れ
た
。
問
題
は
医
師
不
足

で
、
県
と
市
は
今
後
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
の
か
伺
う
。

答

県
央
基
幹
病
院
は
、
地
域

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
、
地
域
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
的
機

能
、
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院

機
能
な
ど
を
整
備
す
る
予
定
に

な
っ
て
い
る
。
統
合
再
編
と

な
っ
て
い
る
燕
労
災
病
院
と
厚

生
連
三
条
総
合
病
院
の
２
つ
の

病
院
の
診
療
機
能
が
統
合
さ

れ
、
医
師
も
基
幹
病
院
に
移
行

す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
程
度

の
医
師
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
が
、
80
人
程
度
の
医
師
の

確
保
を
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら

に
30
人
程
度
の
医
師
が
基
幹
病

院
に
は
必
要
に
な
っ
て
く
る
。

　

県
央
地
域
は
、
勤
務
医
の

減
少
が
著
し
い
地
域
で
あ
り
、
医
師
確

保
は
今
後
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
臨
床
研
修
医
を
多
く
確
保
す
る
な

ど
、
医
師
に
と
っ
て
も
魅
力
的
な
病
院

の
整
備
が
基
幹
病
院
に
求
め
ら
れ
て
く

る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
医
師
確
保
に

つ
い
て
は
、
合
同
会
議
で
の
共
通
課
題

と
な
っ
て
い
る
。

問

県
立
吉
田
病
院
の
整
備
・
充
実
を

求
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
う
が
い
か
が

か
。

答

県
立
吉
田
病
院
は
、
地
元
が
必
要

と
す
る
「
住
民
に
身
近
な
医
療
を
提
供

す
る
重
要
な
病
院
で
あ
る
」
と
合
同
会

議
で
も
そ
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

老朽化した「県立吉田病院」

土田　昇 議員（日本共産党）

県央基幹病院整備の再編案まとまる

米
納
津
隕
石
で
ま
ち
お
こ
し

問

つ
ば
め
っ
子
か
る
た
に
、
よ
で

「
米
納
津
の
隕
石
天
か
ら
の
贈
り
物
」

と
あ
り
、
市
で
は
隕
石
落
下
地
と
し
て

ま
ち
お
こ
し
に
活
用
す
る
方
向
性
な
ど

あ
る
か
。
ま
た
、
学
校
で
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答

長
善
館
史
料
館
を
よ
り
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、
今
年
度
は
国
立
科
学
博
物
館

か
ら
の
米
納
津
隕
石
里
帰
り
イ
ベ
ン
ト

を
計
画
。
ま
た
、
学
校
で
は
こ
の
た
び

の
ロ
シ
ア
で
の
隕
石
落
下
に
関
す
る
子

ど
も
た
ち
の
驚
き
の
声
を
生
か
し
て
、

授
業
な
ど
で
隕
石
に
関
す
る
科
学
的
な

見
方
や
知
識
に
触
れ
る
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
に
宇
宙
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
関

心
を
持
た
せ
よ
う
と
試
み
た
と
の
話
も

聞
い
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
つ
い

て
は
、
日
本
宇
宙
少
年
団
吉
田
宇
宙
芸

術
祭
分
団
の
皆
さ
ん
に
も
お
声
が
け
を

し
、
企
画
を
詰
め
て
ま
い
り
た
い
。

問

こ
の
春
の
お
い
ら
ん
道
中
、
ま
た

秋
の
酒
呑
童
子
行
列
は
、
新
観
光
協
会

に
な
っ
て
ど
う
か
か
わ
り
、
ど
う
変
わ

る
か
。

答

新
観
光
協
会
で
は
、
全
市
的
な
観

光
業
務
や
観
光
情
報
の
発
信
に
力
を
入

れ
、
イ
ベ
ン
ト
の
改
善
等
に
も
取
り
組

む
。
分
水
お
い
ら
ん
道
中
は
、
道
中
の

順
番
を
変
え
て
、
と
も
に
地
蔵
堂
本
町

を
歩
き
、
そ
の
後
、
大
河
津
分
水
桜
並

木
を
歩
く
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、「
つ

ば
め
る
し
ぇ
」
を
２
ヵ
所
で
開
催
。
秋

の
酒
呑
童
子
行
列
は
、
市
民
の
方
々
の

意
見
を
取
り
入
れ
、
全
市
的
な
取
り
組

み
に
し
た
。

齋藤信行 議員（大河の会）

10月中旬開催
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フタが外されていたための転落事故

問

市
長
の
任
期
も
最
後
の
年
度
を
迎

え
る
。
こ
の
３
年
間
、
公
約
実
現
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
こ
と
と
思

う
が
、
自
己
評
価
は
ど
う
か
。
市
政
運

営
で
一
番
「
心
」
し
て
き
た
こ
と
は
何
か
。

　

ま
た
、
市
長
は
教
育
に
つ
い
て
の
一

般
質
問
に
答
弁
し
て
い
な
い
が
、
公
約

や
施
政
方
針
に
は
教
育
や
子
育
て
も
あ

り
、
市
長
の
責
任
に
お
い
て
答
弁
す
る

べ
き
も
の
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
教

育
委
員
会
が
、
政
治
的
中
立
性
を
確
保

す
る
た
め
に
市
長
部
局
か
ら
独
立
し
た

機
関
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
権
限
に
つ

い
て
は
承
知
を
し
て
い
る
が
、
予
算

の
伴
う
も
の
は
市
長
部
局
に
権
限
が
あ

る
。
文
部
科
学
省
の
「
教
育
委
員
会
の

問

平
成
22
年
１
月
26
日

朝
、
吉
田
日
之
出
町
地
内
の

市
道
に
沿
っ
た
排
水
路
に
転

落
し
て
、市
道
に
は
い
上
が
っ

た
が
凍
死
に
至
っ
た
女
性
の

遺
族
が
、「
排
水
路
に
設
置

さ
れ
て
い
る
は
ず
の
金
属
製

の
フ
タ
が
外
さ
れ
て
い
た
た

め
死
亡
事
故
に
つ
な
が
っ
た
」

と
し
て
、
排
水
路
の
所
有
・

管
理
主
体
で
あ
る
燕
市
や
、

占
有
許
可
を
得
て
い
た
事
業

者
な
ど
に
対
し
て
損
害
賠
償

請
求
を
起
こ
し
た
。

　

①
こ
の
事
故
後
に
議
員
に

な
っ
た
人
や
当
時
の
こ
と
に

つ
い
て
よ
く
わ
か
ら
な
い
議

員
も
い
る
。
し
か
し
、
内
容

に
つ
い
て
の
説
明
も
な
く
、

議
員
の
質
問
を
受
け
よ
う
と

し
な
い
姿
勢
は
、
議
会
軽
視

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

あ
り
か
た
」
の
と
り
ま
と
め
で
も
、
市

長
の
創
意
工
夫
を
教
育
政
策
に
反
映
さ

せ
る
仕
組
み
を
積
極
的
に
導
入
す
る
こ

と
が
必
要
と
し
て
い
る
が
、
市
長
は
、

子
ど
も
た
ち
が
育
つ
た
め
に
必
要
な
環

境
整
備
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

答

産
業
の
活
性
化
な
く
し
て
地
域
の

活
性
化
は
な
い
と
、
産
業
振
興
に
加
え

教
育
な
ど
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
日
本
一

輝
く
ま
ち
を
目
指
し
て
全
力
投
球
し
、

燕
の
い
い
イ
メ
ー
ジ
が
伝
わ
る
よ
う
情

報
発
信
に
心
が
け
て
き
た
。
評
価
は
市

民
や
議
会
が
す
る
も
の
。
教
育
に
関
す

る
こ
と
は
教
育
委
員
会
の
所
管
で
あ

り
、
教
育
委
員
会
の
事
務
局
が
答
弁
を

す
る
。
教
育
の
問
題
で
の
私
の
考
え
は

施
政
方
針
演
説
で
述
べ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
よ
く
読
み
返
し
て
ほ
し
い
。

　

②
た
だ
の
凍
死
で
は
な
い
と
い
う
事

実
を
市
は
い
つ
知
っ
た
の
か
。

　

③
管
理
者
で
あ
る
市
は
、
遺
族
の
方

に
対
し
謝
罪
は
さ
れ
た
か
。

　

④
今
ま
で
に
遺
族
の
方
と
の
話
し
合

い
は
さ
れ
て
き
た
の
か
。

　

⑤
占
有
許
可
先
の
事
業
者
に
対
し
、

ど
ん
な
指
導
を
行
っ
て
い
た
か
。

　

⑥
フ
タ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

に
危
険
を
感
じ
て
い
な
か
っ
た
か
。

　

⑦
市
民
か
ら
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
こ
と

に
対
し
、
市
長
は
ど
う
感
じ
て
い
る
か
。

答

①
〜
⑥
に
つ
い
て
、
裁
判
に
お
け

る
審
理
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

発
言
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑦
に
つ
い
て
、
本
件
は
私
の
就
任
前
に

発
生
し
た
事
案
に
係
る
も
の
だ
が
、
い

ず
れ
に
し
て
も
市
と
し
て
は
司
法
の
場

に
お
い
て
適
切
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

一
番「
心
」し
て
き
た
こ
と
は
何
か齋藤紀美江 議員（旭日会）

タナカ・キン 議員（無所属）

国
保
税
の
引
き
上
げ
で
な
く
、

一
般
会
計
繰
り
入
れ
を

問

地
方
自
治
法
に
定
め
ら

れ
て
い
る
現
在
の
自
治
体
の

運
営
方
法
は
二
元
代
表
制

で
、
法
的
に
は
首
長
と
議
会

に
は
対
等
の
権
限
が
付
与
さ

れ
て
お
り
、
執
行
機
関
と
議

会
が
互
い
に
案
を
出
し
合

い
、
よ
り
よ
い
制
度
や
案
を

つ
く
り
上
げ
る
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
多
く
の
自
治
体

で
は
首
長
と
議
会
が
一
体
化

し
て
緊
張
感
が
な
い
状
況
に

あ
り
、
首
長
は
式
典
出
席
に

追
わ
れ
、
議
会
は
役
所
組
織

が
立
案
し
た
策
を
形
式
的
に

議
決
す
る
の
み
で
、
二
元
代

表
制
を
担
う
機
能
を
十
分
果

た
し
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら

な
い
。

　

ま
ず
は
、
地
方
自
治
法

問

市
の
引
き
上
げ
案
は
所
得
２
０
０

万
円
、
40
代
夫
婦
と
子
ど
も
２
人
世
帯

で
30
万
８
０
０
０
円
か
ら
40
万
１
０
０

０
円
と
９
万
３
０
０
０
円
も
の
引
き
上

げ
と
な
る
。
国
民
健
康
保
険
は
国
民
皆

保
険
制
度
の
最
終
受
け
皿
で
あ
り
、
退

職
す
れ
ば
国
保
、失
業
す
れ
ば
国
保
と
、

他
の
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
人
全
員

が
国
保
加
入
と
な
る
。

　

国
の
調
査
で
も
世
帯
主
の
無
職
者
が

40
・
８
％
、
臨
時
・
パ
ー
ト
社
員
な
ど

が
35
・
３
％
と
な
っ
て
お
り
、
世
帯
主

が
現
役
で
就
労
す
る
共
済
や
協
会
け
ん

ぽ
と
は
違
う
。
燕
市
国
保
は
所
得
ゼ
ロ

円
世
帯
が
３
０
１
０
世
帯
で
、
２
０
０

万
円
ま
で
が
約
８
割
と
な
っ
て
い
る
。

開
業
医
実
態
調
査
で
は
「
経
済
的
理
由

で
の
治
療
中
断
」
が
57
・
２
％
で
、
２

に
よ
っ
て
付
与
さ
れ
て
い
る
議
会
の
機

能
を
最
大
限
活
用
す
る
こ
と
か
ら
始
め

よ
う
と
、
議
会
事
務
局
の
専
任
職
員
を

複
数
の
自
治
体
で
共
同
採
用
す
る
こ
と

や
、
事
務
局
長
に
外
部
の
人
材
を
登
用

す
る
な
ど
、
議
会
事
務
局
の
知
的
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
必
要
だ
と
い
う
地
方
議
会

改
革
へ
の
提
案
が
多
い
中
、
今
ま
で

慣
例
と
さ
れ
て
き
た
燕
市
議
会
事
務
局

長
な
ど
の
任
免
を
燕
市
長
が
行
う
こ
と

は
、
地
方
自
治
法
１
３
８
条
の
５
「
事

務
局
長
、
書
記
長
、
そ
の
他
の
職
員
は

議
長
が
こ
れ
を
任
命
す
る
」
こ
と
に
抵

触
し
な
い
か
。

答

議
会
事
務
局
な
ど
の
市
長
部
局
以

外
の
職
員
の
任
命
に
つ
い
て
は
、
任
命

権
者
協
議
を
得
て
議
会
議
長
な
ど
、
各

行
政
任
命
権
者
が
発
令
し
て
い
る
も
の

で
、
地
方
自
治
法
に
抵
触
し
て
い
る
こ

と
は
な
い
。

０
１
０
年
よ
り
18
・
５
％
も
上
回
る
。

負
担
が
増
え
る
と
医
療
を
控
え
、
健
康

悪
化
と
な
る
の
が
国
保
の
抱
え
る
現
実

だ
。
２
０
１
２
年
度
、
県
内
で
12
市
町

が
加
入
世
帯
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
保

健
事
業
以
外
の
一
般
会
計
繰
り
入
れ
を

行
い
、
阿
賀
野
市
は
３
億
円
、
１
人
当

た
り
２
万
３
０
０
０
円
を
繰
り
入
れ
て

い
る
。
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
国

保
会
計
を
支
え
る
こ
と
は
自
治
体
と
し

て
何
ら
矛
盾
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

ま
た
、繰
り
入
れ
を
「
一
種
の
麻
薬
」

と
表
現
し
た
市
長
の
真
意
は
。

答

市
民
に
非
常
に
負
担
を
か
け
る
こ

と
は
心
苦
し
い
が
、
他
の
保
険
と
の
バ

ラ
ン
ス
、
特
別
会
計
の
制
度
趣
旨
か
ら

繰
り
入
れ
は
行
う
べ
き
で
は
な
い
と
考

え
て
い
る
。
意
味
は
「
一
度
始
め
た
ら

や
め
ら
れ
な
く
な
る
」と
い
う
こ
と
だ
。

新庁舎の新議場

県内の法定外繰入状況（20市中）
2011 年の保健事業以外
市　　名 金　　額

新 潟 市 130,000 万円
長 岡 市 16,400 万円
上 越 市 30,000 万円
三 条 市 8,600 万円
妙 高 市 5,500 万円
阿 賀 野 市 30,000 万円
十 日 町 市 5,000 万円
胎 内 市 772 万円

阿部健二 議員（無所属）

長井由喜雄 議員（日本共産党）

議会事務局長の市長任命について

フタがされている状態の排水路
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条例条例のの制定制定やや改正改正   　　　主なな議案議案のの審議審議についてについてお知らせしますお知らせします

ドウナル？　ドウナッタ？３月定例会３月定例会の議決結果
■市長提出議案（52件）

件　　　　　名 結果 採決状況
人権擁護委員候補者の推薦（２件） 同意 全会一致

平成 25 年度予算（９件）
一般会計 可決 賛成多数

国民健康保険特別会計 可決 賛成多数

後期高齢者医療特別会計 可決 賛成多数

介護保険事業特別会計 可決 賛成多数

公共下水道事業特別会計 可決 賛成多数

土地取得特別会計 可決 全会一致

企業団地造成事業特別会計 可決 全会一致

温泉保養センター特別会計 可決 全会一致
水道事業会計 可決 賛成多数

教育委員会教育長の給与及び勤務時間等に関す
る条例の一部改正 

可決 賛成多数

公告式条例の一部改正 可決 全会一致

行政組織条例の一部改正 可決 全会一致

庁舎会議室等の使用に関する条例の制定 可決 全会一致

職員の給与に関する条例等の一部改正 可決 全会一致

職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正 可決 全会一致
公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部改正 可決 全会一致
新型インフルエンザ等対策本部条例の制定 可決 全会一致
空き家等の適正管理及びまちなか居住促進に関
する条例の制定

可決 全会一致

議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は
処分に関する条例の一部改正

可決 賛成多数

税条例の一部改正 可決 全会一致
国民健康保険税条例の一部改正 可決 賛成多数
一般廃棄物処理施設の技術管理者の資格を定め
る条例の制定

可決 全会一致

指定地域密着型サービスに係る事業者の指定に関する基準並び
に事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の制定

可決 全会一致

指定地域密着型介護予防サービスに係る事業者の指定に関す
る基準並びに事業の人員、設備及び運営並びに介護予防のた
めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の制定

可決 全会一致

デイサービスセンター条例の一部改正 可決 全会一致
都市公園に係る移動等円滑化のために必要な特定
公園施設の設置に関する基準を定める条例の制定

可決 全会一致

都市公園条例の一部改正 可決 全会一致
市が管理する市道の構造の技術的基準を定める
条例の制定

可決 全会一致

準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定め
る条例の制定

可決 全会一致

道路占用料徴収条例の一部改正 可決 全会一致

市営住宅条例の一部改正 可決 全会一致

市有吉田東栄町住宅条例の一部改正 可決 全会一致

下水道条例の一部改正 可決 全会一致

下水道事業受益者負担に関する条例の一部改正 可決 全会一致
布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに
水道技術管理者の資格基準に関する条例の制定

可決 全会一致

水道事業の設置等に関する条例の一部改正 可決 全会一致

特定の事務を取り扱わせる郵便局の指定 可決 全会一致

市道路線の認定 可決 全会一致

他の団体の公の施設の利用に関する協議 可決 全会一致

平成 24 年度補正予算（８件）
一般会計補正予算（第 10 号） 可決 賛成多数

一般会計補正予算（第 11 号） 可決 賛成多数

一般会計補正予算（第 12 号） 可決 全会一致

国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 賛成多数

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 賛成多数

介護保険事業特別会計補正予算（第３号） 可決 全会一致

公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決 全会一致
土地取得特別会計補正予算（第１号） 可決 全会一致

財産の処分 可決 全会一致

子どもの医療費助成に関する条例の一部改正 可決 全会一致

教育委員会委員の任命 同意 全会一致
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国民健康保険税条例の一部改正

◎賛成多数で可決◎賛成多数で可決市議会の議決に
付すべき契約

　議会議決を得た契約で、その後、変更　議会議決を得た契約で、その後、変更

契約が必要となった場合、変更議決を得契約が必要となった場合、変更議決を得

るまでの期間について工事の中止が必要るまでの期間について工事の中止が必要

となり、変更指示も議決後となるため、となり、変更指示も議決後となるため、

請負者の工期確保や資機材の調達など、請負者の工期確保や資機材の調達など、

直接的な損失を抑えるために、変更前の直接的な損失を抑えるために、変更前の

金額の金額の 100100 分の分の 1010（その金額が（その金額が 11 億円を億円を

超えるときは、超えるときは、11 億円）未満の増減につい億円）未満の増減につい

ては、議会の議決を要しないものとする。ては、議会の議決を要しないものとする。

反 対 意 見

　議会はチェック機関であり、最も大切なのは、

お金の使い道をチェックすることである。

　議会での承認なしに変更契約を締結できる

のはおかしい。

　全国の自治体で、公共工事をめぐって不祥事

が最も起こりやすいのは、皆さんご存じのと

おりである。

　議会議決が必要ということが、工事の停滞

を招くことになるというのであれば、いつでも

速やかに議会を開けばよい。

賛 成 意 見

　本条例改正は、すでに議会議決を得た予算

の範囲内での金額の変更を認めるものである。

　一般的には、工事が進む中で、必ずと言っ

てよいほど工事の変更はあるが、変更工事の

発生により工事が中断することは、人件費や

資機材調達など、経費の増加や、工期確保の

負担を生じさせることになる。

　条例改正後は、議会議決を得た工事がスムー

ズに進められ、中断することのないよう、市に

は適切な指示を出していただきたい。

国保税国保税のの引引きき上上げげにに賛否両論賛否両論
　この改正は、高齢化や医療費の増加などにより、　この改正は、高齢化や医療費の増加などにより、

厳しい状況にある国民健康保険財政を健全に運営し厳しい状況にある国民健康保険財政を健全に運営し

ていくため、燕市国民健康保険税条例の一部改正をていくため、燕市国民健康保険税条例の一部改正を

行うものです。行うものです。

　改正については、平成　改正については、平成 2727 年度に国民健康保険制度年度に国民健康保険制度

の改正が予定されていることから、平成の改正が予定されていることから、平成 2525 年度及び年度及び

平成平成 2626 年度の年度の 22 ヵ年分の改正です。ヵ年分の改正です。

　改正の内容は、低所得者層への負担に配慮し、「資　改正の内容は、低所得者層への負担に配慮し、「資

産割産割 20%20% を廃止」することとし、所得割合計を廃止」することとし、所得割合計 8.978.97％％

を「を「12.312.3％」に、均等割合計％」に、均等割合計 33 万万 9,2009,200 円を「円を「44 万万 8,8008,800

円」に、平等割合計円」に、平等割合計 22 万万 7,0007,000 円を「円を「33 万万 2,0002,000 円」円」

にそれぞれ改正するものです。にそれぞれ改正するものです。

国民健康保険制度における国国民健康保険制度における国
庫負担の増額を求める意見書庫負担の増額を求める意見書
　国民健康保険は、国民皆保険制度の　国民健康保険は、国民皆保険制度の

根幹として、住民の健康保持及び増進根幹として、住民の健康保持及び増進

を図り、人々が願う安心な日々の生活を図り、人々が願う安心な日々の生活

を支える、非常に重要な役割を果たしを支える、非常に重要な役割を果たし

ている。ている。

　国民健康保険制度は他の被用者保険　国民健康保険制度は他の被用者保険

に比べ、加入者の平均年齢が高く、低に比べ、加入者の平均年齢が高く、低

所得者や無職者が多いといった構造的所得者や無職者が多いといった構造的

な問題を抱えており、自治体による自な問題を抱えており、自治体による自

主努力には限界がある。主努力には限界がある。

　今後さらに高齢者比率の上昇や医療　今後さらに高齢者比率の上昇や医療

費の増加等が進むことは明らかである費の増加等が進むことは明らかである

が、制度維持のために、加入者の保険が、制度維持のために、加入者の保険

料負担を高めることは、もはや限界に料負担を高めることは、もはや限界に

達しつつある。達しつつある。

　よって、当市議会は、国の責任にお　よって、当市議会は、国の責任にお

いて、国民健康保険制度が社会保障といて、国民健康保険制度が社会保障と

して存続させ、加入者が安心して医療して存続させ、加入者が安心して医療

を受けられるよう、国庫負担率の引きを受けられるよう、国庫負担率の引き

上げを行う等、健全な国民健康保険制上げを行う等、健全な国民健康保険制

度の構築を図ることを強く要望する。 度の構築を図ることを強く要望する。 

　以上、地方自治法第　以上、地方自治法第 9999 条の規定に基条の規定に基

づき意見書を提出する。づき意見書を提出する。

　内閣総理大臣・厚生労働大臣　内閣総理大臣・厚生労働大臣

　財務大臣・衆議院議長・参議院議長　財務大臣・衆議院議長・参議院議長

反 対 意 見

　国保はサラリーマンや公務員が入る保険と違い、定年退職者・リストラさ

れた人・臨時職員やパートなどの方々も入る国民皆保険制度の受け皿となっ

ている。燕市の国保加入者でも 21.5% が無収入で、所得 204 万円以下が全体

の約 8 割にも及ぶ。県内でも保健事業以外の一般会計からの繰り入れを平成

23 年度で 12 自治体が行っている。燕市でも繰り入れを行い、国保税の引き

上げは行うべきでない。

賛 成 意 見

　国民健康保険運営協議会でも、「法定外繰り入れを行うべきではない」と

いう考えは理解できるとしている。また、組合健保、共済組合、協会けんぽ

さまざまある中で、国民健康保険にのみ一般会計からの補てんを行うことは、

著しく公平性を欠くものであるから、国保会計の中で赤字を解消すべきであ

る。さらに、一般会計から繰り入れを行うということは、現在行われている

行政サービスの低下を招くことになる。

世帯主が 40歳～ 64歳の夫婦と子ども2人の場合の比較（資産割なし）

所　得 24年度保険税 25年度保険税 引き上げ額
50万円 94,400 円 118,700 円 24,300 円
100 万円 139,200 円 180,200 円 41,000 円
150 万円 231,600 円 300,300 円 68,700 円
200 万円 308,100 円 401,000 円 92,900 円
250 万円 353,000 円 462,500 円 109,500 円
300 万円 397,800 円 524,000 円 126,200 円

年間２億 9,000 万円の赤字が予想されることから
・高齢化や医療費増加などに対応するために一部改正するもの
・低所得層に配慮し、「資産割は廃止」とする

平成24年度 平成25年度 増　減

税
率
合
計

応
能
割

所 得 割 額 8.97％ 12.30％ 3.33％

資 産 割 額 20.00％ 廃止 ▲20.00％

応
益
割

均 等 割 額 39,200円 48,800円 9,600円

平 等 割 額 27,000円 32,000円 5,000円

◎賛成多数で可決◎賛成多数で可決

課税区分

平成24年度 平成25年度
対前年度
引き上げ額被保険者１人

当たり保険税
調定額

被保険者１人
当たり保険税
調定額

医療・後期・
介護 96,906 円 115,580 円 18,674 円

税率合計の比較 １人当たりの税額比較

変更時に工事が
中断しないように
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　新庁舎開庁おめでとうござ
います。
　新しい議場にはカメラが設
置され、議会でのやりとりが
インターネットで家にいても
わかると聞いています。しか
し、関心のある案件等を知る

には議会を傍聴するのが一番です。
　私が議会を傍聴するキッカケとなったのは３年
前の「燕市特別職報酬等審議会」の傍聴でした。こ
こでの議論が議会にどのように報告され、また報
道されるのか？　そのことが知りたくて平成22年
3月定例会を傍聴しました。

　思い出は2年前のあの日、東日本大震災が起こっ
た3月 11日です。今は亡き杣木議員の一般質問の
最中でした。議場でも大パニックになったことが、
まだ昨日のように脳裏に残っています。
　議員の中には、自身の一般質問が終わるとお休
み（居眠り）になる方、めったに質問をされない方、
極度に質問時間の短い方とさまざまで、本当に市
民の代弁者なのかと思うこともしばしばです。
　傍聴者が多いほど、議員も真剣になるのではと
思いますので、皆さんも一度は傍聴されてはどう
でしょう。私は、今後も可能な範囲で傍聴を続け
るつもりです。

鳥部敏行さん（燕市東太田）

議会傍聴するように
なったキッカケ

【議会報等特別委員会】

委　員　長：渡邉雄三　副委員長：齋藤紀美江
委　　員：小林由明　樋浦恵美　タナカ・キン　長井由喜雄　齋藤信行

次
回
定
例
会
は
、
６
／
12
（
水
）
開
会
予
定

新庁舎になったことに伴い、住所・電話番号・ＦＡＸ番号が変わりました

　新年度予算等の議案をさまざまな角度から真剣に審議してき

た旧庁舎での最後の議会が終わりました。

　６月議会は、新議場が議論の場となります。

　新議場では、賛成・反対等の表示や質問の仕方の変更が検討

されていますし、新たな気持ちで行政当局としっかりとした議

論をしていきたいものです。

　編集委員一同も、議会活動がよりわかりやすくなるように「伝

える」から「伝わる」議会だよりづくりに取り組んでいこうと

気を引き締めています。

齋藤紀美江

　あなたも「市民の声」に参加しませんか！？
　市民の皆様の「声」を募集しています。市政に関することや市議会ノートブックの感想・ご意見等、お待ちしております。
　応募・お問い合わせ先…議会事務局　TEL.0256-77-8341　FAX.0256-77-8343　E-mail gikai@city.tsubame.niigata.jp

議会が　 　　　　　　 近くなる

今号の今号の

表紙表紙

　新緑のさわやかな季節となり
ました。５月７日に開庁した新
庁舎には、多くの方が訪れてい
ます。
　一面に広がった緑の田園風景
は心を和ませてくれます。これ
から、どんな四季折々の風景が
描かれていくのか楽しみですね。


